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 夜
よ る

，ぼくはお母
かあ

さんにベッドに入
い

れられ
て，横

よこ

になっていました。そして，自
じ

分
ぶん

がかくしていることについて考
かんが

えていまし
た。ぼくの心

こころ

は罪
ざい

悪
あく

感
かん

でいっぱいでした。そ
のとき，ぼくはいのることを思

おも

い出
だ

しました。
いのると，せいれいが，自

じ

分
ぶん

の心
こころ

にあること
をお母

かあ

さんに話
はな

しなさいと言
い

われました。
どういうわけか，ぼくはそれについてお母

かあ

さんに話
はな

すのをためらっていました。サタン
がぼくをこわがらせようとしていることが分

わ

かりました。そして，せいれいのおかげで，
お母

かあ

さんに話
はな

すのが正
ただ

しい行
おこな

いであることも
分
わ

かりました。
ついに，ぼくは勇

ゆう

気
き

を出
だ

してお母
かあ

さんのと
ころに行

い

き，話
はなし

をしたいと言
い

いました。そし
て，自

じ

分
ぶん

のしたことや自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちについて，
全
ぜん

部
ぶ

話
はな

しました。意
い

外
がい

なことに，お母
かあ

さんは
少
すこ

しもおこりませんでした。お母
かあ

さんは勇
ゆう

気
き

パーカー・S，9 才
さい

（ アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

， 
ユタ州

しゅう

）

お 友
とも

達
だち

の 経
けい

験
けん

談
だん

せいれいからもらった勇
ゆ う

気
き

を出
だ

して話
はな

してくれたことが，とてもうれしい
と言

い

いました。ぼくたちはだき合
あ

いました。
それから，ぼくはお母

かあ

さんに，ゆるしてくれる
ようたのみました。ぼくはほっとして，うれし
くなりました。

ぼくはもう一
いち

度
ど

天
てん

のお父
とう

様
さま

にいのって，天
てん

のお父
とう

様
さま

にもゆるしを求
もと

めました。みたまに
したがって正

ただ

しいことをするのは，とても気
き

分
ぶん

の良
よ

いことでした。間
ま

違
ちが

ったことをしたと
き，くい改

あらた

められるようにしてくださったイエ
ス様

さま

に感
かん

謝
しゃ

します。ぼくが良
よ

い気
き

分
ぶん

になれる
よう助

たす

けてくださったせいれいにも感
かん

謝
しゃ

しま
す。それから，ぼくに耳

みみ

をかたむけ，ぼくのこ
とを分

わ

かってくれる，やさしいお母
かあ

さんにも感
かん

謝
しゃ

します。●

年
ねん

長
ちょう

の�
子
こ

供
ども

たちへ

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ダ
ム
・
ハ
ウ
リ
ン
グ




